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◆君はフィクション 
◆赤ちゃんの値段 
◆サザエさんをさがして 
◆ドライブイン蒲生 
◆日本医療史 
◆女信長 







◆ねむいねむいねずみ 
◆ぷくちゃんのとことこあんよ
◆ぼくたちのコンニャク先生 
◆ふりかけの神さま 
◆うんどうかいよーいどん！ 

◆王さまと九人のきょうだい 


中島　らも/著
高倉　正樹/著
朝日新聞ｂｅ編集部/編
伊藤たかみ/著
新村　　拓/編
佐藤　賢一/著









ささきまき/作・絵
ひろかわさえこ/作
星川ひろこ/写真・文
令丈ヒロ子/作
きむらゆういち/作
ながはまひろし/絵
君島　久子/訳

◆空海の風景　上・下 
◆三四郎はそれから門を出た 
◆赤い指 
◆外交敗北　日朝首脳会談と日米同盟の真実 
◆佐賀のがばいばあちゃんのレシピ 
◆いのちのいろえんぴつ 








◆星新一ちょっと長めのショートショート
　　宇宙のあいさつ 
◆ふるさとを見直す絵本①～⑩
◆デモナータ　2幕　悪魔の盗人 
◆パンダのポンポン　アイスクリーム・タワー 
◆みどりのホース 
◆わらっちゃった 

司馬遼太郎/著
三浦しをん/著
東野　圭吾/著
重村　智計/著
島田　洋七/著
豊島加純/詩・絵

星　　新一/著
飯田中央農協広報課/文

ダレン・シャン/著
野中　　柊/著
安江　リエ/著
大島　妙子/著

※その他にも新着図書が入っています。
　また、新着図書一覧表を図書館・図書室のカウンターに置いています。ご利用下さい。

図書館・図書室

生理用品の45年の軌跡
小野清美/編著　ふくろう出版

　紙ナプキンが誕生して45年、女性には不可
欠な物品となりました。わが国の生理用品の
　年表・企業の活躍や、災害時の対応・月経と
漢方・月経異常などについてまとめてあります。

子どものセンスは夕焼けが作る
山本美芽/著　　新潮社

・お絵かきには70色パステルを使う　・食卓に一
輪の花を飾る　・玄関の靴を揃える　など　教師
出身の音楽ライターが一流プロから学んだ、子ど
ものセンスを確実に伸ばす子育て術とは！
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溝口図書館 岸本公民館図書室

■図書館カレンダー　9月
は休館日です

その他に 

『だんまりこおろぎ』　　　　エリック・カール

『昆虫のふしぎ　色と形のひみつ』栗林慧/写真

『ふしぎ！なぜ？大図鑑　生き物編』主婦と生活社

『オルビス学習科学図鑑　昆虫2』　　 　学　研

　　　　　　　　　　　　などもおすすめです。

《虫の音楽家》
小泉八雲/著

筑摩書房

　八雲得意の昆虫と海・自然

をテーマに『霊の日本』『骨

董』『日本の面影』より編集

した一冊です。

　八雲が独自にとらえた、日

本の虫たちの世界です。

《むしたちのおんがくかい》
得田之久/文　久住卓也/絵

童心社

　リーンリーン　コロコロ　ギ

ーッチョン  どの虫のこえか

な？　街のなかの公園で、虫

たちが音楽会をひらこうと場

所を探しますが、なかなかい

い場所が見つかりません。

　突然の雨に流され、虫たち

が流れついた場所は⋯

《鳴く虫の世界》
佐藤有恒/写真　小田英智/文

あかね書房  

　日本には、かわった鳴き方

をする虫や、美しい声で鳴く

虫がいます。彼らは今年かぎ

りの命をうたっているのかも

しれません。　その声は、遠い

昔からかわらない、夏から秋

にかけてのおくりものです。

《なく虫ずかん》
松岡達英/え　篠原栄太/もじ

福音館書店

　テレビをけして、耳をすま

してごらん！人類が地上にあ

らわれる前から奏でられてき

た、虫たちの音楽が聞こえて

きますよ。

《なくむし
　　育てて、しらべる日本の生きもの図鑑11》

大谷剛/監修

集英社

　なく虫は近くにいますよ。

声をきいてどの虫がいるかあ

ててみましょう。

　なく虫のからだのつくりや

卵のうませかたなどを、わか

りやすく解説した図鑑です。

　夏の終わりから秋にかけて、リーンリーンと鳴くすずむしやきりぎりすは、秋の訪れを感じさせます。

　虫の声を鑑賞するという日本の風習は、少なくとも平安時代から行われており、夏から秋にかけての季節

の風物詩として日本独自の文化をはぐくんできました。それは、古くから多くの短歌や俳句に詠まれ、物語

にも語られ、また虫の声をきく会も開いていたことからもうかがうことができます。

　秋⋯涼やかな風の吹く草むらで鳴く、虫の声に耳を傾けてみてはいかがでしょう。

　7/25～28の4日間、溝口中学校の2年生が職場体

験をしました。

　貸出・返却業務や本棚の整理、本の装備やよみき

かせなどを体験しました。

　「貸出・返却だけでなくいろいろな仕事があっ

た。」「結構たいへんだった。」などの感想があり

ました。今回の体験が、将来の仕事について考える

きっかけになればうれしいです。

　岸本公民館にあるこのコーナーは、小さい子ども

だけでなく、お母さんにもゆっくり過ごしていただ

ける場所を作ろうという目的で設置されました。

　このコーナーに敷かれている畳は、足立畳店さん

（岸本駅前）のご厚意により寄贈していただきました。

今では、小さい子ども達はもちろん年配の方々も

足を伸ばし、本の世界を楽しんでいただいています。

このたび、足立畳店さんから「畳を新しくしましょ

うか」と声をかけていただき、

畳の表替えをしました。

　このコーナーには、ブックスタート

時の絵本や、のりものの本、どうぶつ

の本、紙しばいなどがあります。

　新しくなった畳の感触とともに、

素敵な時間をお過ごしください。


